
西
日
本
の
高
級
魚

・
サ
ワ
ラ
の
水
揚
げ
が
東
北
の
海
で
急
増
し
て
い
る
。

海
水
温
の
上

昇
が

一
因
と
い
う
。

日
本
海
で
は
こ
の
１
０
０
年
で
１

・
６
度
上
が
っ
た
。

カ
タ
ク
テ
イ

ワ
シ
が
増
え
、

ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
が
定
置
網
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
球
温
暖
化
の
影

響
が
日
本
の
漁
場
に
も
出
て
い
る
の
か
。

（歌
野
清

一
郎
、

大
久
保
泰
）

サ
ワ
ラ
を
め
ぐ
る
国
内
の

地
図
は
こ
こ
１０
年
で
大
き
く

塗
り
変
わ
っ
た
。

９６
年
の
漁

獲
量
上
位
は
①
長
崎
②
宮
崎

⑤
沖
縄
で
、

主
漁
場
は
東
シ

ナ
海
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

０６
年
は
①
京
都
②
長
崎
③
福

井
と
日
本
海
勢
が
東
シ
ナ
海

勢
を
上
回
っ
た
。

暖
か
い
海
を
好
み
、

東
シ

ナ
海
や
瀬
戸
内
海
、

中
国
の

黄
海
を
産
卵
場
と
す
る
西
の

海
の
代
表
格
だ

っ
た
サ
ワ

ラ
。

社
団
法
人

・
漁
業
情
報

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
為
石

日
出
生
理
事
は

「９８
年
を
境

に
日
本
海
の
水
温
が
高
温
化

傾
向
に
転
じ
た
こ
と
が
日
本

海
側
の
サ
ワ
ラ
の
漁
獲
量
増

加
と
深
く
関
係
し
て
い
る
」

と
話
す
。

為
石
理
事
ら
が
８５
～
０２
年

ま
で
兵
庫
県
北
部
の
余
部
港

沖
の
定
置
網
に
か
か
っ
た
サ

ワ
ラ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

９８

年
以
前
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

だ
が
００
年
か
ら

は
冬
で
も
網
に
入
る
よ
う
に

な
っ
た
。

サ
ワ
ラ
は
こ
こ
数
年
、

青

日
本
の
サ
ワ
ラ

は
東
シ
ナ
海
系
と

瀬
戸
内
海
系
の
二
つ
の
魚
群

が
あ
り
、

九
州
と
瀬
戸
内
海

沿
岸
が
漁
場
の
中
心
だ

っ

た
。

９７
ヽ

９８
年
に
東
シ
ナ
海

系
と
瀬
戸
内
海
系
の
漁
獲
曇

が
相
次
い
で
最
低
水
準
に
激

減
し
た
が
、

そ
の
後
は
回
復

傾
向
に
あ
る
。

０６
年
の
日
本

の
漁
獲
高
１
万
３
６
０
０
ト

ン

に
対
し
、

韓
国
は
３
万
４
千

ン
ト

（
０５
年
）
、

中
国
は
３８
万

ン
ト

（
０４
年
）
。

水
産
庁
は
、

日
中
韓
共
同
で
の
資
源
管
理

が
急
務
と
し
て
い
る
。

森
、

岩
手
、

宮
城
な
ど
東
北

の
太
平
洋
側
で
も
捕
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

韓
　
犠
　
織

気
象
庁
の
最
新
の
分
析
で

は
、

日
本
周
辺
の
海
面
水
温

は
こ
の
１
０
０
年
で
０

・
７

～
１

・
６
度
上
が
っ
た
。

最

も
上
昇
が
激
し
い
の
が
日
本

海
で
、

世
界
平
均
の
３
倍
の

高
さ
だ
。

日
本
列
島
と
ア
ジ

サワラ漁獲量のここ10年の変運

長崎

|

(農水省統計から96年と06年を比較)
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温
暖
化
、日

本
の
漁
場
に
異
変

ア
の
気
温
の
上
昇
が
、

日
本

海
の
海
面
水
温
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
と
い
う
。

日
本
海
の
水
温
上
昇
は
イ

ワ
シ
の
魚
種
交
代
に
も
影
響

を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。

１６

度
が
適
度
な
マ
イ
ワ
シ
が
激

減
し
て
高
級
魚
化
し
た

一
方

で
、

２２
度
程
度
の
暖
か
さ
を

好
む
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
日

本
海

で
の
分
布
域
を
広
げ

た
。

サ
ワ
ラ
は
そ
の
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
が
エ
サ
。

サ
ワ
ラ

の
日
本
海
進
出
は
安
定
し
た

エ
サ
の
分
布
が

一
因
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

フ
グ
の
伸
間
の
ハ
リ
セ
ン

ボ
ン
に
も
異
変
が
あ
る
。

昨

冬
か
ら
今
春
に
か
け
て
、

島

根
県
で
は
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
に

よ
っ
て
定
置
網
が
占
拠
さ
れ

た
り
、

網
を
破
ら
れ
た
り
す

る
な
ど
の
例
が
続
発
し
た
。

新
潟

・
佐
渡
の
海
岸
や
山
形

県
鶴
岡
市
で
も
大
量
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
。

温
暖
を
好
む
ハ
リ
セ
ン
ボ

ン
が
冬
場
、

日
本
海
へ
流
入

す
る
と
、

大
半
は
冬
を
越
せ

な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。

だ

が
、

冬
場
に
水
温
が
下
が
ら

ず
に
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
の
生
息

域
が
徐
々
に
北
上
し
、

定
置

網
漁
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る

声
も
出
始
め
て
い
る
。

太
平
洋
側
で
も
変
化
は
起

こ
り
つ
つ
あ
る
。

東
南
ア
ジ

ア
か
ら
イ
ン
ド
洋
の
熱
帯
域

が
原
産
の
ム
ー
ル
貝
の

一
種

の
ミ
ド
リ
イ
ガ
イ
。

神
奈
川

県
藤
沢
市
の
新
江
ノ
島
水
族

館
の
学
芸
員
の
植
田
育
男
さ

ん
に
よ
る
と
、

８。
年
代
に
東

京
湾
と
大
阪
湾
で
確
認
さ
れ

た
二
枚
貝
で
、

日
本
と
ア
ジ

ア
を
行
き
来
す
る
船
底
に
付

着
し
て
運
ば
れ
た
と
み
ら

れ
、

冬
場
に
水
温
が
下
が
る

日
本
で
の
生
息
は
難
し
い
と

一

み
ら
れ
て
い
た
。　

　
　
　
　
一

と
こ
ろ
が
、

最
近
は
東
京

・

湾
で
毎
年
、

生
息
が
確
認
さ

一

”
す
的
却
印
中
中
帥
中
牟
力

一

に
生
息
域
を
広
け
て
い
る
と

一

い
う
。

和
歌
山
県
で
調
査
を

続
け
る
京
大
瀬
戸
臨
海
実
験

所
の
久
保
田
信
准
教
授
は

「繁
殖
は
間
違
い
な
い
。

暖

か
い
和
歌
山
の
海
水
が
温
暖

化
の
影
響
で
よ
り
生
息
し
や

す
い
環
境
に
変
化
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
」
と
分
析
す
る
。

「気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
」

の
最
新
報
告
で
は
、

日
本
周

辺
な
ど
の
北
半
球
の
中
緯
度

の
海
水
温
は
今
世
紀
末
に
は

２
度
程
度
高
く
な
る
と
予
測

す
る
。

ま
た
、

大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
上
昇
で
海

洋
の
酸
性
化
が
進
む
と
い

う
。

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
殻

を
持
つ
貝
類
や
サ
ン
ゴ
な
ど

が
溶
け
て
死
滅
し
、

海
の
生

態
系
を
変
え
る
可
能
性
が
あ

る
。

島
根
県
沖
で
大
量
に
定
置
網
に
か
か
っ
た
ハ
リ
セ
ン

ボ
ン
Ｈ
２
月
、

松
江
市
美
保
関
町
で
、

関
口
聡
撮
影


